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ガイダンス
安全教育：ビデオ上映
授業：レポートの書き方

配布資料
ローテーション表（全員）
安全教育署名（回覧して全員各自ご記入）
旧テキストの補充ページ（必要な方だけ）
5限授業受講の申請（必要な方だけ）

基礎科学実験B

月曜3＋4限、7・8クラス向け�

休憩時間中に班分けA-Eと
各学生番号を掲示してます�

「実験者番号○クラス□□番」は、10分間テスト、
レポートなど全てに記入する 
 
10分間テストでは左上に記入 
レポートには記入用スペースあり 

班分けとこの実験室内における「○クラス□□番」�

基礎科学実験B

月曜3＋4限、7・8クラス向け�

 休憩時間中に班分けを壁に掲示�

班分けとこの実験室内における「○クラス□□番」�

基礎科学実験B

月曜3＋4限、7・8クラス向け�

 休憩時間中に班分けを壁に掲示�

�
A班: �[クラス 7- 01〜24 番+�編入3名] �27名�
B班: �[クラス 7- 25〜48 番+�編入2名] �26名�
C班: �[クラス 7- 49〜60 番+�8- 01〜14 番] �26名�
D班: �[クラス 8- 15〜38 番+�編入2名] �26名�
E班: �[クラス 8- 39〜60 番+�編入3+再履] �28名�
�

名簿に漏れた方、お申し出下さい�

http://kyoumu.office.uec.ac.jp/campusweb/�
キャンパスウェブにログイン�

シラバスp1 契約書なので全科目全員読むべし� 基礎科学実験Bのホームページ�
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なんのために実験するのか�

受講のモチベーションを
再確認しよう

意味・意義を理解して取り組まないと
苦労が報われない�

学力をはかる物差しとは少し違う
�努力する姿勢、真面目さ、仕事の丁寧さ
�など

→�就職のときに人事の方が気にする�らしい�

「はじめに」を読んで下さい

�

12個のテーマを課す
�

○出席して実験課題を遂行する
�（ノート検印で実験終了）
��『スタンプラリー』
���用紙は来週配布予定�

一人でやる実験と二人でやる実験とがある。奇数人数のとき、
一人でやるべきか三人でやるべきかを、教員が指示する。�

12. MO

履修する�
順番は�
テキスト順�
ではない。�
�
�
配布の�
プリントの�
順番でいく�
�

回数� 実験日�
実験題目（略称）�

A班� B班� C班� D班� E班�

�� 4月9日� ガイダンス(�石田�）�

第1回� 4月16日� pH	 反応速度� 計算化学� 定性分析� アスピリン�

第2回� 4月23日 反応速度� 計算化学� 定性分析� アスピリン� 赤外�

第3回� 5月7日� 計算化学� 定性分析� アスピリン� 赤外� pH	

第4回� 5月14日� 定性分析� アスピリン� 赤外� pH	 反応速度�

第5回� 5月21日 アスピリン� 赤外� pH	 反応速度� 計算化学�

第6回� 5月28日 赤外� pH	 反応速度� 計算化学� 定性分析�

�� 6月4日� 特別実習（�石田�）�

第7回� 6月11日 分子量� 電池� コロイド� 比色� MO�

第8回� 6月18日 電池� コロイド� 比色� MO� カフェイン�

第9回� 6月25日 コロイド� 比色� MO� カフェイン� 分子量�

第10回� 7月2日 比色� MO� カフェイン� 分子量� 電池�

第11回� 7月9日� MO� カフェイン� 分子量� 電池� コロイド�

第12回� 7月23日 カフェイン� 分子量� 電池� コロイド� 比色�

正規締切� 7月30日� 再実験と採点�

吉永
高橋
畑中
田中
大橋
石田
大橋
吉永
高橋
畑中
田中
石田

若月
山田�

１）最終日（１５回目）は再レポート返却を行う。実施の詳細は
最終日の事前に連絡する。 
 
　最終日に再実験を行うのは限られた人だけ。 
　欠席分は病気などであっても原則的に再実験としない。 
　感染症、交通機関の「運休」、忌引き（学修要覧付録参照）。
　 
　以下は再実験を認めない
　再実験日当日の申告。　�
　未提出のレポートがあるとき
　　（実施当日でも提出を認めているが、正規には申し込み時）。�
　期末試験であれば0 点となる理由による欠席のとき（体調不良など）。 
 
２）前学期に「不合格」になった場合、その年度の後学期に再履
修することはできない。 
　　（学修要覧に記載のことです） 
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1）予習する

2）前の週のレポートを出す。授業開始時が締め切り
��レポート未提出は評価が付かない（0点）
��遅れた提出は減点（−2）
��得点は、10、9、7、6、0点
��12テーマで100点満点換算

��提出の確認は事務方まで。

3）レポートの書き直しを命じられたら
��次回授業開始時までに再提出せよ
��（書き直しは教育的配慮；即減点ではない）
�

毎週のライフスタイル：�

減点はかなり効く
ので注意！�

4）授業開始と同時に10分間テスト（予習チェック）
��遅刻は減点（−2）

5）教員が実験に関する注意・説明を行う
��これを聞かなければ実験はできない
��遅刻は受講不可

6）実験終了が著しく遅い場合、減点（−1）
��
7）実験終了検印と翌週レポートのセットで課題クリア
��
＊）原則として欠席振替や再実験は行わない
��ただし、先生の指示による場合と正当な理由には
��配慮する
�������→「再実験申込書」�

毎週のライフスタイル：�

実験ノート�

その場ですぐ書く
あとで写すのはいけません�

予習の
ページ�

当日の
ページ�

左� 右�

ゆったり使う
訂正は、取り消し線�で。 ×消しゴム�

×ルーズリーフ�

企業／研究所では
上司による日付＆署名�

実験ノート�

検印を押さない場合がある：

×�予習がノート半ページ以下（量がすべてではないが）。�

×�実験結果がテキストの余白に書いてある（にしか書いてない）。�

×�実験結果が部分的にしか書いていない。

���記録内容が1ページ以下など。�

×�共同実験者と同一内容の実験記録が書いてない

���（あとで書き写すなど）。

検印はその日のうちにもらうが、指示により翌週になることもある�

�レポートのルール�

ワープロ禁止
  表やグラフは表計算ソフトウェアを使ってよい。�

ペン◎、鉛筆△
ホチキスは左上留め�

�同じレポートがでてきたら、どっちも0点�

廃液処理（教員の指示に従うこと）
�金属イオン類
�有機廃液
�酸・アルカリ
��→�産廃業者へ渡す責任
�
分別ゴミ
�産業ゴミは別系統
�ガラス類は表示のあるバケツへ
�弁当やペットボトルは実験室では捨てない
���

環境への配慮�
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器具の不具合や不足は補充する
（まちがえないように）

実験の最後にチェックリストを渡す
先生もいる

整理整頓／清掃
�各自の机周辺は当然のことながら
�全体の清掃も�

実験室は共同利用です� 化学実験は事故が多い	

化学系学生数は約１９％なのに事故件数は４４％以上	

どんな事故が多いか	

「ガラス器具、試薬類の正しい取り扱い」が求められる	

くれぐれも目に注意
�特にアルカリ

防護メガネ
�ゴーグル型、メガネ型
�実験室に常備、実験室で着用
�（my ゴーグル、購入可）
�

白衣
�あった方が better、
�汚れても構わない私服でもよい�

保護めがね	

５分以上水で冷やし 
保健センターへ	

ピペッターへの装着で 
怪我をするケースが多い	

事故→すぐに処置→担当教員に連絡→保健センター	
編集：電気通信大学�安全・衛生委員会�「安全手帳」�

改訂新版H27,28 
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いろいろな場面での安全の心得
�○ 電気
�○ 半導体プロセス
�○ エックス線
�○ 電子顕微鏡
�○ 化学系実験
�○ 高圧ガス・液化ガス 
�○ 機械類
�○ レーザー�

編集：電気通信大学�安全・衛生委員会�「安全手帳」� p. 58-64

地震時の対応	
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授業�

1）レポートの書き方�

2）有効数字          
�

レポートの重要性

報告書の意義

『すべての仕事は報告書で終わる』
『ひとに伝えなければ、なにもしていないのと同じ』

理科系だからといって逃げていないで、
文章の表現力（正確さ、論理性、説得力）に

もっと注意を払おう。

理科系のレポートは、

論理性（A → B, B → C, C → D…; 飛躍しない）
客観性（思い込み、独りよがりはダメ）
適切な項目（緒言、結果、考察など）

図式、引用�

適切な項目��

��題目、提出者、実験日、共同実験者、
��目的、理論的背景、原理、
��実験（試薬、道具、合成、同定、測定、）
��結果
��考察（自問自答、問題提起、）

オリジナリティに満ちたレポートでよい。
しかし最低限の様式は守る。

技術者・研究者は、報告する能力が重要
きちんと修練していただく。
�

過去形で書く　　
実験の部で、
実際に行った操作の記述は「一事象」にすぎない。

理科系の作文では、普遍的な真理は現在形で書かれる。
　　「地球は丸い」
　　「水は無味無臭である」

一方、単なる実験事実は真理ではない。
　　「水１００mLを計り取った」
　　「濾過した」
　　「収量は 2.3 g、 85% だった」

考察の部は、現在形でよい。
　　「低収率の原因は、過熱と考えられる」	

理解してもらうとする姿勢を示すこと

まぎらわしい字
�6 と b  ;  k と K  ;  αと2 ;  l  と 1  と 7  ;  q と 9

万が一にも誤解される可能性がある文章を書いたら
必ず誤解される。書いた人に全責任がある。

グラフのデータポイントの適切な大きさ
直線ならその傾き�

○

○

○

○

○
V / mL

t / s

45°くらい
点でなく丸
折れ線に意味があるか�

エル�
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4.5

5.0

4.77

最小目盛りの1／10を目測する�

読みとりには、個人差がある�
一つのデータセットは一人で測定する�

有効数字	
物理量を報告するのにふさわしい桁までの数値のこと。	
何桁目までが意味があるのかを、意識して計算し、報告する。	
	
１）データの桁数程度で報告することが多い。	
	
例　１ｍｍの刻みのある物差しで体積を測った。	
　　縦　　２．１１ｃｍ、	
　　横　　３．２２ｃｍ、	
　　高　　４．３２ｃｍ、　体積は？	
　　電卓　Ｖ=	２９．３５０９４４ｃｍ３	
	
　　　　２１１ 	　　　６７９４　　　	
　　ｘ　３２２ 	　　ｘ　４３２	
　　　　４２２ 	　　１３５８８	
　　　４２２ 	　２０３８２	
　　６３３ 	　 	２７１７６	
　　６７９４２ 	２９３５００８	

２９.４	cm3	

丸め誤差により精度を落とす
ことは避ける	
一桁余計に計算に使う。	
３桁のデータなら計算は４桁	

四捨五入	

有効数字	
物理量を報告するのにふさわしい桁までの数値のこと。	
何桁目までが意味があるのかを、意識して計算し、報告する。	
	
	
	

	 	　報告できる桁の数は、	
	データの桁数を越えることはない	

	
	
　　暗黙に、最後の桁があやしい（±１程度）	
	
　　→　例えば３桁のデータは３桁で報告	

２）精度の悪いほうへ合わせる。	
	
例　１ｍｍの刻みのある物差しで体積を測り、1ｍｇまで	
　　表示する天秤で質量を測った。	
　　体積はＶ=	２９．３５ｃｍ３、質量は	５０．７８９ｇ、	
　　密度は？	
	
　　電卓　ｄ=	１．７３３４１２９６９ｇ／ｃｍ３	
	
　　　　　　　　１７３　　 	　　　	
２９３５　）５０７８９ 	　　	
　　　　　　２９３５ 	　　	
　　　　　　２１４３９ 	　	
　　　　　　２０５４５ 		
　　　　　　　　８９４０ 		
　　　　　　　　８８０５ 		
　　　　　　　　　１３５ 		

１.７３	g/cm3	

四捨五入	

　　有効数字は悪い方へ倣う。積、商どちらも同様	
　　たとえば、３桁と５桁の商　→　３桁で報告	
	
	
教訓：どの測定値も、同程度の精度をもつことが望ましい	
	
	
	
	
和、差、ほかの演算、関数の場合でも、どの桁から先は	
意味を持たないかを、	
ケースバイケースで考えるといい勉強になる。	

３）微分の概念の応用	
	
例　体積	５０ｃｍ３のうち、２ｃｍ３程度がばらつく、	
　　あるいは不確かだ、という場合、	
　　５０±２ｃｍ３と書く。これは誤差４％と評価される。	
　　質量が	１００±１ｇであるとき、誤差１％と評価される。　　	
　　そこで、密度ｄを求めたら、その予想誤差は？	
	
	
考え方　微分の概念を使える人（あなた方）	
　　　　　　主値だけ計算、100/50	=2.0	g/cm3	
　　　　　　誤差だけ計算、4％+1％	=	5％	→	±	0.1	g/cm3	
							なぜなら、積でも商でも、相対誤差は和となる。	
	 	(1±|Δx|) (1±|Δy|)±1 = 1± (|Δx| + |Δy| )	
			 	(1±|Δx|)ｎ	=	= 1± n|Δx|
　　さらに細かいことを言うと、単純な和というわけでもない。
　　データ数（n）が増えると、√n程度に精度が向上する。	


